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君たちはどう生きるか 
校長 永 堀 善 之 

 

さわやかな北海道らしい夏とは程遠い、蒸し暑い日が多かった夏休みが終わりました。

この夏休み中は、大きな事故やケガもなく、全員無事に２学期のスタートをきることがで

きました。２学期は約４か月の長い学習期間となります。まずは生徒の安心・安全の確保

を第一にしつつ、本校の生徒たちが、それぞれの目標に向かって着実に前進していくこと

ができる教育活動を進めていきたいと思っています。 

保護者・地域の皆様方には今学期も引き続き、ご支援やご協力をよろしくお願い申し上

げます。 

 

さて、この夏休み中に、「デジタル機器から離れて、本をたくさん読むこと。」という目

標を立ててみました。以前から読みたかった『同志少女よ、敵を撃て（逢坂冬馬 著 2022

年  本屋大賞受賞）』、そして、この夏に映画化もされた『君たちはどう生きるか（吉野源

三郎 著）』などを読みながら、自分の考えをより深め広げられたと感じ、読書の良さを再

認識することができました。 

 

特に、『君たちはどう生きるか』については、数年前に一度読んでおり、映画化を機に改

めて読もうと考え、読後には映画館にも足を運びました。コペルというあだ名の 15 歳の

少年・本田潤一とその叔父が、精神的な成長、貧困、人間としての総合的な体験と向き合

う姿が描かれている小説ですが、第２次世界大戦前の 1937 年の作品とは思えないほど、

今の世の中に通じることばかり。なぜこの作品が今も読者の心をつかむのでしょうか。 

 

そもそも、生き方に正解などありませんし、人の数だけの生き方があります。「自分にと

ってよりよい生き方とは、どんな生き方なのか」「その生き方をするために、自分が大切に

したい考え方とは何か」・・小説にも映画にもそのヒントらしきものが示されているだけで、

明確な答えは示されていません。このように、正解のない問いに対して、「それはどうなん

だろう？」と多くの人は考えると思います。加えて、「どう生きるか」は人間にとって、い

つの世も変わらない永遠のテーマ。その答えを探そうとする気持ちは、どの時代も変わら

ないものでしょう。そういった意味で、答え探しのきっかけをつくってくれるこの作品は、

長きにわたって読まれ、後世にも引き継がれていくものと考えます。 

 

 最後に、作品からは、自分で行動（体を動かす）するという経験や、実際に体験して生

き方を考えていくことの重要性、また、生き方を選んでいくためには、たくさんの価値観

や考えに触れることが必要であることが伝わってきました。よく考えてみると、学校生活

は、毎日がまさにそういった機会を与えてくれるものです。改めて、生徒の皆さんには、

様々な方々に支えていただいていることを忘れず、１日１日を大切に過ごし、自分自身を

磨くことで、よりよい生き方をしてほしいと願っています。 
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本室蘭中学校教育目標 
〇磨かれた知性を育てる 

〇豊かな情操を育てる 

〇たくましい身体を育てる 

き ず な 



９月生活目標：自分の考えを表現しよう 

14日(木) ３年生卒業アルバム写真撮影(４時間目) 

21日(木) 学校祭前日準備 生徒会役員選挙公示 

22日(金) 学校祭 合唱コンクール 

※全学年弁当持参 教育実習終了 

24日(日)～28日(木)  

中間テストのため、部活動停止 

26日(火) 一斉委員会 

    室蘭東翔高オープンスクール(午後) 

28日(木) 生徒会役員選挙 

29日(金) ２学期中間テスト 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日(金) シェイクアウト実施 10:00 

4日(月) 学校祭特別時間割開始 ～21日 

6日(水) 防災学習(４時間目)   

避難訓練(６時間目) 

7日(木) いじめアンケート 

8日(金) 伊達開来高オープンスクール(午後) 

11日(月) 室蘭栄高オープンハイスクール(午後) 

12日(火) 室蘭清水丘高学校説明会(午後) 

13日(水) 学力テスト(３年総合Ａ) 

14日(木) 中間テスト範囲発表 

 

令和６年度末の閉校に向け、学校図書館の蔵書の整理を 

行うためのボランティアを募ったところ、３日間で延べ 29名 

の皆様に参加していただきました。 

各町内会や保護者の方はもとより、本室蘭中学校をご卒 

業された皆様からのご協力もあり、3800冊ほどの学校図                (写真掲載) 

書を除籍することができました。当初の想定よりも充実した 

作業となり、地域の皆様の教育活動へのご協力に、改めまし 

て深くお礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

今後も地域の皆様と連携した教育活動の推進に努めて参りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

                7/24～26実施

9/10 札幌市

合 唱 部 

8/24～26 徳島県鳴門市

３年 男子    
            (敬称略) 

２学期を迎えて 
 ８月 18日より２学期が始まりました。例年以上に暑さの増す中でのスタートとなりましたが、生徒

たちの元気に登校する様子を見て安心しました。 

ここから暑さが続くうちは、熱中症予防の対策をしっかり行い、安全に教育活動が推進できるよう努

めていきます。 

  

２学期の抱負～学年代表の挨拶から抜粋～  

◇１学年 代表生徒◇             

  ２学期はたくさんのテストや初めての学校祭があります。力を

入れて取り組みたいです。また、１年生は１学期課題であった

「集中して話を聞く」ことに意識して取り組んでいきます。 
◇２学年 代表生徒◇ 

  ２学年の課題である「２分前着席」「時間の管理」「授業態度」 

を意識して、めりはりのある生活を心がけたいです。学校祭な 

どで話し合いの機会もあるので、しっかりと取り組んでいきま 

す。 
◇３学年 代表生徒◇ 

  １，２年生のよいお手本となるように、返事や(人との受け答え 

の)反応をよくし、発言を積極的にできる学年にしていきたい 

です。受験生としての自覚をしっかり持ち、２学期は気を引き 

締めて生活していきます。 

地域の方が植えてくださいました。こ

れから秋にかけてさらに美しく咲くこ

とと思われます。 

ありがとうございました。 


